
いちごドリルプリント

世界の気候と文化 名前

問1 降水量が極めて少ない乾燥帯などの地域において、特定の居住地を持たずに水や草を求めて家畜とともに移動しながら飼育を行う生活様式を何
と呼びますか。 （2026年 大阪府公立入試 類似）

1. プランテーション 2. 放牧 3. 定住農業 4. 遊牧

問2 北緯および南緯30度から60度付近の中緯度帯において、一年を通じて西から東に向かって絶えず吹いている恒常風の名称として、正しいものを
次のうちから選びなさい。 （2016年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 極東風 2. 偏西風 3. 季節風（モンスーン） 4. 貿易風

問3 ロシアのヤクーツクなどの寒冷地で見られる集合住宅は、建物の床下を地面から離した「高床式」の構造になっています。このように建築する
理由を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2021年 徳島県公立入試 類似）

1. 地面からの湿気が建物内にこもる
のを防ぎ、建材である木材の腐食を
抑えるため

2. 冬場の激しい積雪によって、一階
部分の出入り口や窓がふさがれるの
を防ぐため

3. 暖房などの建物の熱が地面に伝わ
って永久凍土が溶け、地盤が沈下す
るのを防ぐため

4. 夏場の激しい降雨によって発生す
る大規模な洪水から、住居が浸水す
るのを防ぐため

問4 世界の気候の法則性に基づき、南アメリカ大陸の各地における平均気温の変化について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2018年

大分県公立入試 類似）

1. 平均気温の決まり方は時差と密接
に関係しているため、同じ経度にあ
る地点であれば、赤道からの距離に
関わらず気温は一定である。

2. 緯度が高くなるほど太陽からの受
熱量が増加するため、南アメリカ大
陸の南端部は赤道付近よりも年間を
通じて高温になる。

3. 標高が同程度の低地であれば、赤
道に近い地点から南の端に近い地域
へ移動するにつれて、一般に平均気
温は低下していく。

4. 南アメリカ大陸においては、地形
の起伏が激しいため、緯度の違いが
気温に与える影響はほとんど無視で
きるほど小さい。

問5 ある地域の気候を分析した資料において、年間の降水量が700ミリメートルを超え、季節による気温の変化が明確であるという特徴が確認されま
した。この地域の気候を、乾燥帯と比較した際の説明として最も適切なものはどれですか。 （2025年 秋田県公立入試 類似）

1. 降水量が非常に少なく、年間を通
じて蒸発量の方が多いため樹木が育
たない

2. 降水量が蒸発量よりも多く、農業
や樹木の生育に適した湿潤な環境で
ある

3. 夏に気温が上がらず、冬の寒さが
非常に厳しいため地面が凍結してい
る

4. 一年を通じて気温が高く、降水量
は多いものの季節による気温差がほ
とんどない

問6 サウジアラビアなどの西アジア諸国で広く信仰されている宗教について、唯一神アッラーを信じ、聖地メッカへの礼拝や断食、豚肉を口にしな
いといった厳しい戒律を持つ宗教の名称を答えなさい。 （2016年 香川県公立入試 類似）

1. イスラム教 2. 仏教 3. ヒンドゥー教 4. キリスト教

問7 世界各国の農業生産構造について、中国と日本の共通点および相違点について述べた次の文のうち、統計的な事実に基づいた正しい記述を選び
なさい。 （2017年 岡山県公立入試 類似）

1. 中国は日本と同様に、人口が多く
農業従事者数も多いため、従事者一
人あたりの農地面積は小さいが、国
全体の穀物生産量は世界有数の規模
である。

2. 中国は広大な国土を持つため、農
業従事者一人あたりの農地面積はブ
ラジルと同等であり、機械化のみに
頼った農業を行っている。

3. 日本は中国に比べて国土面積に対
する農地割合が非常に高いため、従
事者一人あたりの農地面積はオース
トラリアを上回っている。

4. 日本と中国はともに、農地面積が
狭いため穀物生産量は極めて少なく
、どちらの国も食料のほとんどをイ
タリアからの輸入に頼っている。

問8 2019年の農産物統計において、世界全体の生産量のうち、南アメリカが約43％、アジアが約32％、アフリカが約12％を占めている農産物があ
ります。ブラジルやベトナムが主な生産国であり、熱帯地域で栽培されるこの商品作物の名称として最も適切なものを選択してください。
（2022年 神奈川県公立入試 類似）

1. コーヒー豆 2. 米 3. 小麦 4. ブドウ

問9 世界の宗教の分布について述べた文のうち、イスラム教の地理的な広がりの特徴を正しく説明しているものはどれですか。 （2021年 和歌山県公立入試

類似）

1. 西アジアで誕生し、現在は南アジ
アのインドを中心に信仰されている
。

2. 北アフリカから西アジアにかけて
分布しているが、東南アジアには普
及していない。

3. 西アジアから北アフリカ、中央ア
ジア、そして東南アジアまで広く信
仰されている。

4. 東南アジアから中央アジアを経て
、北アフリカまで陸路のみで普及し
た。

問10 世界の住居はその土地の自然環境に合わせて工夫されています。高温多湿な気候の地域と、地下に永久凍土が広がる地域の両方で見られる「高
床住居」の説明として、適切なものはどれですか。 （2016年 鳥取県公立入試 類似）

1. 高温多湿な地域では日差しの照り
返しを防ぐために、永久凍土地帯で
は強風による建物の倒壊を防ぐため
に採用されている。

2. 高温多湿な地域では通風を確保す
るために、永久凍土地帯では建物の
熱による地盤融解を防ぐために採用
されている。

3. 高温多湿な地域では高潮の被害を
避けるために、永久凍土地帯では地
面からの冷気を遮断するために採用
されている。

4. 高温多湿な地域では害獣の侵入を
防ぐために、永久凍土地帯では積雪
で出入り口がふさがるのを防ぐため
に採用されている。

問11 スペインや南アフリカ共和国でオレンジの栽培が盛んに行われている理由として、これらの地域に共通する気候の特徴を説明したものを選んで
ください。 （2026年 栃木県公立入試 類似）

1. 夏季に雨が少なく乾燥し、日照時
間が長い。

2. 季節風（モンスーン）の影響で、
夏に集中的な降雨がある。

3. 冬季の寒さが厳しく、常に土壌が
凍結している。

4. 一年を通じて高温多湿であり、降
水量が非常に多い。

問12 とうもろこしの主要生産国のうち、北半球に位置するアメリカ合衆国や中国では、主に九月から十一月にかけて収穫が行われます。これに対し
、南半球に位置するアルゼンチンやブラジルにおける一般的な収穫時期の説明として、適切なものはどれですか。 （2021年 神奈川県公立入試 類似）

1. 降水量の少ない時期を避けるため
、現地の冬にあたる七月から八月に
収穫が集中する。

2. 北半球とは季節が逆転するため、
主に三月から五月ごろに収穫が行わ
れる。

3. 赤道に近いため季節の変化がなく
、北半球と同じ九月から十一月に収
穫が行われる。

4. 日照時間が最も長くなる現地の夏
にあたる十二月から一月にすべての
収穫を終える。


